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Applications and
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水素のような高圧気体の貯蔵・輸送部材にはポリアミド 6(PA6) 系コンパウ
ンド材料が用いられているが，その普及の為にはより高いバリア性と低温
機械特 性を両立し，成形加工性に優れるポリマーアロイが求められている.こ
れまで低温タフネスを改良 する材料として酸変成エチレンテトラフルオロエチレ
ン交互共重合体(m-ETFE)添加が検討されており、ここではそのブレンドのレオロ
ジーについて検討する。

実験
Experimental

サンプルとしてPA(MFR=10.5g/10min, 235°C,
2.16kg)， ETFE(MFR=25g/10min, 297°C, 5kgf)，m-ETFE(MFR=4.1g/10min,
235°C, 2,16kg)を用いた.混練は二軸押出機を用い 260°C，200rpm で行った.レ
オロジー測定は一軸伸長粘度測定を行った.一軸伸長粘度測定は幅 26mm，高
さ 10mm，厚み 0.3mm のサンプルをプレス成形により作製し，回転型レオメー
タを用いて 240°C，ひずみ速度 0.1, 0.3, 1.0 /s で行った.

結果と考察
Results and Discussion

PA/m-ETFEブレンドにおいて、m-ETFEリッチでは、ひずみ速度を変えても線形粘
弾性から求められた線形の伸長粘度曲線とほぼ一致する結果であったが、PAリッチ
では、小さいひずみでは線形の伸長粘度曲線と一致するが、ひずみの大きい領域に
おいては、線形の伸長粘度曲線から上方に粘度が時間とともに増加する結果が得ら
れた。両サンプルとも線状分子であり、混練中に化学反応により鎖状構造が変化す
るようなリアクティブプロセッシングであることが示唆される。
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